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 今回ご紹介するアプリケーションは jack DF3GJと Gerald OE2IGLが主にマイクロウェーブ
EME用に用に作成された新しく便利なプログラムです。
＜活用１＞
サンノイズ・ムーンノイズを計測し、パラボラアンテナの調整信号源や調整基準として活用する
今回このプログラム機能の一部を使い、私達が使用しているDihsの基本性能を簡単に知る事ができます
これを基準としFeedのかたち、位置や取り回しの工夫等で手持ちDishの調整に活用致しましょう。
・EME Link Budget & Analysis Tool はここに有ります
https://wettersat.bplaced.net/EME/EME.html

＜活用２＞
今ある設備で10GHz(24GHz)EMEビーコン受信可否シュミレーションが同時に表示されます
マイクロウェーブ地上波通信におきまして各地でビーコンが立ち上がるなど設備の性能や点検で活発に
利用されているようです。
自局設備の簡単な数値入力で10GHz EMEの強力な海外ビーコン信号を一般的地上波設備でも受信可能か
判別する事ができます。 
遠く38万Km離れた月から反射し往復してきた信号を捉える事ができるかも知れません。
現在皆様お持ちの設備そのまま、また再チューニングする事などで遊びの範囲が広がるかと思います。

・はじめに、マイクロウェーブのパラボラアンテナの標準を値取得しましょう（次ページご覧ください）
サンノイズ（ムーンノイズ）を計測し基準数値と比較、Feedの位置調整や接続損失を少なく、更にFeed
LNA自体の変更を検討する事などで結果に驚くほど違いが出る事と思います。
ノイズ測定方法ですが、過去に紹介がある通りオーディオレベル、IF高周波電力（電圧）をの読み取り
比較する方法（こちらを推奨）などです。
IF高周波比較としてTRV出力にもう一段LNAを入れ可変ATT（1dBステップ、または以下）を介し読み
取ったサンノイズ等の数値と、クリアースカイを比較する方法が正確で良いと思います。

参考 雨霧の影響 （レイアウト上 空白が出ましたので本資料から転載）
10GHz帯での雨損失: 
10GHzでは雲はそれほど大きな影響はなく、 最大の問題は、雨や雲の中の目に見えない雨です。
霧雨: 0.1 mm/h -> 0.0007 dB/km 小雨:1mm/h ->0.01dB/km 中雨:10mm/h ->0.17dB/km 
大雨/雷雨:100mm/h ->2.5dB/km
47GHz帯での雨・霧損失: 
47GHzでの雨損失: 霧雨:0.1mm/h ->0.007dB/km 小雨:1mm/h ->0.09dB/km
中程度の雨:10 mm / h -> 1.2 dB / km 大雨/雷雨:100 mm / h ->14.6 dB / km
霧の影響は 47 GHz 以上で発生します。 47 GHz では、霧が少ない場合損失は 0.04 dB/km です
中程度の霧 (300 m に対して) 損失は 0.085 dB/km 、濃い霧 (50 m に対して) で損失は 0.85 dB/km です。



ページを開くと最初にこの画面が出てきます
入力場所が沢⼭あるように⾒えますが、取り敢えず３〜４か所の入力で問題ありません。

１）周波数入力  初期値は10GHzになっています、必要に応じて変更します
２）自局グリッドロケーター vマーク一番上にenter any locationがあり自局地を入力（参考⻑野某局）
  初期設定がEUのオフセット局で、一度JA1WQF-10にしてから自局データを入れる事を推奨致します
３）Dishサイズ入力 ここでは0.6=60cmと入力 （該当数値を入れてください）
４）自局の推定総合NF値を入れます 条件により大きく違います10GHzの場合NF=3と仮定
＊基本この4か所だけ入力でOKす
用途によりさらに細かな設定もできますが普通はこれでOKと思います。

参考）  高性能LNAのNF数値 10GHz 0.6dB, 24GHz, 1.5dB, 47GHz 1.8dB (Kuhne 製6.0dB)
WG-SW直LNA等 低挿入損失の場合上記数値＋0.1〜0.2dB、これを「目標値」といたしましょう。

Feed＝LNA直結ではない場合、例えばSMA接続、同軸リレーなどでは＋2〜5ｄdB悪化の可能性が
予測されますので、それぞれNF予測数値を入力してください。
（一般に0.1dB単位で低NF値のLNAを求めます・・が！上記損失数値は即ＮＦ悪化に加算されます）



・数式に10GHz 60cm Dish NF=3.0dBを入力した場合
参考値 計算例  サンノイズ1.99dB  ムーンノイズ 0.04dB
実際の測定値がこの数値より良い場合 受信系NF値が3.0より良好であり、悪い場合FEED/LNAの取付方法
見直し、Feed位置やFeedそのものの変更が必要かもしれません、 調整・変更が楽しめます。

・Feed-LNA間の接続改善し挿入損失を極力減らした場合（目標値）
総合NF=0.7では    サンノイズ5.16dB ムーンノイズ 0.17dB  何と3.17dBも上昇します

・受信信号SNR（10GHz EMEビーコン受信信号強度比較）
同様にNF=3.0dBの場合-17.7dB,対し0.7dBでは-10.9dBにアップ、リスト上の変化はSNR6.8dBも増加

NF=3.0dBの数値の場合、受信に関してDish径を60cmから1.3mにサイズアップしなければ同じ数値に
なりません。

この様に高品質低NF値＋低損失接続により大幅にSNR数値改善する事が分かります。
ご紹介したアプリで現状をご確認いただき、サンノイズ基準でアンテナ系調整を楽しく調整、また
送信に関しても、Feed調整や取り回し損失軽減効果大で、送受共に良化を実感する事と思います。

◎それでは60cmDish NF=3.0dBのままで10GHzEMEビーコンを受信できるか！？
答えは「受信可能」です
前ページ ビーコン受信強度 -17.7dB、対してWSJT Q65-60Eの受信可能レベルはこの時-25.3dBです
つまり受信に関し＋7.6dBのマージンがあります。
是非EMEビーコン、10GHz 10368.024MHz の電波の受信をトライしてみてはいかがでしょうか。
<10GHzビーコン WSJT Q65-60E DL0SHF受信例>



・さらに上の周波数
紹介では100GHzまでのシュミレーションができると言う事ですのでミリ波をお楽しみの方にも便利な
ツールと思います。
下は実際の47GHz EME局 Manfred DL7YCと私の例です、47GHzになりますとさすがに厳しい事が
これからも分かります。
10GHzの例と同じように「周波数」「Dish径」「受信系NF（見込）」を入力する事でお手持ち各周波数
におけるサンノイズ、ムーンノイズのおおよそを知る事が出来ます。
また、サンノイズ等受信値から機器のNFも推定する事が出来そうです。
47GHz 例

何れの場合も受信系性能比較に「サンノイズ〇〇dB」等の基準を自身で持つことはDish調整で便利です
また、この基準の上で様々なやりとりが分かりやすくなると私は思います。
むすび
このプログラム開発に向け、世界各国のマイクロウェーブEME局基準参考に私のコールサイン、データを
ひな型に入れて頂いたことを知りませんでした、開発者のGerald OE2IGLに感謝します。
なお、Geraldに当アプリケーション紹介に関して快諾を得ております。
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